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投資⽀援先の実例
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(株)Jiksak Bioengineering

▪ 会社概要
– 会社名

- (株)Jiksak Bioengineering
– 住所

- 神奈川県川崎市幸区新川崎7-7
– 代表者

- 川⽥治良
– 会社沿⾰

- 2018/2 ANRI、⼤原薬品⼯業株式会社等
から1.7億円の資⾦調達

- 2017/2 設⽴、ANRIからシード投資
- 2016/12 NEDO SUIに代表川⽥が採択

▪ 事業概要
– 世界的に注⽬されている三次元細胞組織”オル

ガノイド”を作成し、創薬スクリーニングに活
⽤している東京⼤学発ベンチャーである
- アイスバケツチャレンジで広く認知された

筋萎縮性側索硬化症 (ALS) やパーキンソ
ン病という難病の治療法開発に挑んでいる

▪ メンバー経歴
– 代表取締役: 川⽥治良

- 東京⼤学⽣産研の藤井研にて
神経細胞の培養研究に従事

- Harvard⼤学Eggan研での
研究経験あり

神経オルガノイドをベースとした創薬関連技術の東⼤発ベンチャー
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若い研究者を中⼼にした強いチーム
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出典：TechCrunch
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Icaria 株式会社

▪ 会社概要
– 会社名

- Icaria 株式会社
– 住所

- 東京都⽂京区本郷5-25-18
– 代表者

- ⼩野瀬隆⼀
– 会社沿⾰

- 2018/12  NEDO STS採択
- 2018/6 ANRIより資⾦調達
- 2018/5 設⽴

▪ 事業概要
– 尿を利⽤したリキッドバイオプシー(液体⽣検)

で疾病を早期発⾒し、早期治療を実現する
- リキッドバイオプシーの領域では⽶国では

Grail、Freenome等が⼤きく注⽬
– 名⼤で開発した尿中エクソソーム由来のマイ

クロRNA抽出デバイスを利活⽤

▪ メンバー経歴
– 代表取締役:⼩野瀬隆⼀

- 早稲⽥⼤学卒、三菱商事にて
LNG船事業に従事後にIcaria創業

– 取締役:⽵下⼤貴
- 名古屋⼤学院時代に本技術の開発に

携わり、豊⽥⾃動織機を経て⼊社
– アドバイザー:安井隆雄

- 名古屋⼤学⼯学研究科 准教授、
Icariaのコア技術の開発者

マイクロRNA補⾜技術をベースとした次世代型診断の名古屋⼤発ベンチャー
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(株)Qunasys

▪ 会社概要・創業メンバー経歴
– 会社名：(株)Qunasys
– 住所：東京都⽂京区本郷5-25-18 ハイテク本郷ビル1F
– 代表者: 楊 天任
– 設⽴：2018年2⽉
– 楊⽒は東京⼤学⼤学院修⼠2年で機械学習を専攻。京都⼤学 藤井⽒、⼤坂

⼤学 北川⽒・根来⽒、⼤津留⽒(DBJキャピタル顧問)も創業メンバー

▪ 事業概要
– GoogleやIBM、Rigetti Computingなどの量⼦コンピューターのハード

ウェアを動かすためのソフトウェアの開発ならびに⼤企業向けコンサル
ティング事業

出典：TechCrunch
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⽇々の活動を通じて感じる課題

新産業を創出する上で、官と⼤企業、スタートアップ間での連携が不⾜

優れた技術シーズが⾒つかっても社⻑候補が不⾜

20代の若⼿起業家からすると、なかなか霞が関にコンタクトしにくい。
⼼理的なハードルも。。
ANRIでは量⼦コンピューターのカンファレンスを開催する等、そのブリッジを
担うことも。

コンサルや事業会社等から⼈材の流⼊が増加しているものの、まだまだ不⾜

スタートアップは信⽤が不⾜している為、⼤企業への導⼊に時間がかかる

霞が関の皆様に試験導⼊して頂くだけでも格段に信⽤が増加(例：Sansan)




